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雫石川樹木ただいま伐採進行中 
 地域の方による杜の大橋下流の河川敷樹木伐採が１月１７日から始まりました。 
 ２月４日（水）午前９時過ぎ、現場には伐採しているチェンソーの音がひびいています。 
 「チェンソーで切るのは楽しいんだけど、木がとっても重くて運ぶのに大変」と汗を流しながら
つぶやく伐採者さん。木を運び出すのにソリを準備していました。 
 今年は雪が少なく作業しやすいためか伐採の進みが早く、すでにさっぱりしている区画もありま
した。 
 樹木でうっそうとし不法投棄がされやすい環境にあった河川敷も、春にはうららかな陽ざしが奥
まで行き届くさんぽ道になるでしょう。作業は３月までおこなわれます。  

河川放浪記 鹿妻穴堰編 
～盛岡出張所 雫石川管理区間の終点～ 

 盛岡市本宮方面から御所湖方向へと太田側を進むと、冬景色の山をバックにぽこぽことオレンジ

色の三つの屋根がアクセントになっている鹿妻穴堰が見えてきます。 
 ここに初めて堰が造られたのは、慶長４年（１５９９年）盛岡に城を築き始めた２代藩主南部利
直の時代あたりだと言われています。堰造りには鉱山師・鎌津田甚六が任命され、雫石川を２年を
かけて調査し「剣長根の岩山」と呼ばれる突き出た岩場に、長さ１１メートル幅２メートルの取水
口を造りました。この場所を選んだことは現在の土木工学でも的確だと言われています。 
 こうして雫石川からの取水ができるようになり、現在は農業用水だけでなく大雨の時の排水路と
して活用され大事な役目をになっています。 

雪の上はソリで滑らせながら運

ぶと便利です。 

伐採前 チェンソー気持ち 

いいっ！ 

こんなに太い木もチェンソーに

かかればお手のもの。 

伐採工事で杜の大橋付近 
から出てきたゴミの山 

ぬおー!!不法投棄は 
絶対許さんぞ! 
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伐採途中 

切断中 

かなり伐採が進み光が地面までしっかりと届きます。 

冬期間は止めて

いる堰ですが、

農業用水として

春には水を引い

て流します。 
このあたりは砂や砂利ではな
く、固い岩場です。 

流れが急で進まないわ～ 
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鹿妻穴堰頭首工 


